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巻頭言  研究所報第 5 号の発刊に当たって 
             

済生会保健・医療・福祉総合研究所  
所長 炭谷 茂 

 
 
ここに済生会総合研究所所報第 5 号を発刊できますことは大変嬉しく思います。 

 
 済生会総研は、平成 29 年 2 月 25 日に発足し、8 年余が経過しました。 
この間新型コロナ感染が平成 2 年 2 月に国内で始まり、その後猛威を振るい、日本の

政治や行政では新型コロナ対策が最大の課題でした。本研究所でも重点的に研究を行っ

てきましたが、本号においても新型コロナによる入院患者の動向分析に関する研究論文

を掲載しています。 
また、済生会の薬剤師会が済生会の福祉施設会と連携し取り組んでいる高齢者施設に

おける薬物治療、服薬等に関する研究論文を掲載しています。福祉施設においてはとも

すれば、医療面の体制の不備から医薬品に関して問題が発生しがちで、対策が十分にな

されていないのが現状です。そこでこの研究論文は、医療と福祉の両部門を有する済生

会の特色を生かした研究であると思います。 
 
 新型コロナの収束後、国民の受療行動は大きく変化するとともに、人口減少、超高齢

社会の到来、人手不足、人件費や諸物価の高騰など、これまで経験したことのない状況

が生じています。これに対して現行の診療報酬制度や介護報酬制度は、人件費や物価の

上昇に適切に対応できていませんので、昨年の医療機関や民間介護事業者の倒産・廃業

件数が過去最高を記録したように、医療機関や福祉施設の経営は、大変厳しさが増して

います。私は、「済生会が戦後最大の経営危機にある」と思います。 
これらに対する対策は、前例のないものになりますので、英知を結集し、解を求めて

の研究が必須であります。まさに本研究所は、この役割を率先して担っていきたいと思

います。 
 

今回第 5 号は、本研究所の研究者が最近まとめた研究論文でありますが、いずれも現

場での経験を踏まえた実践的な内容になっています。済生会のみならず多くの関係者の

参考になれば幸いであります。 
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